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サプライチェーン乱れ、原材料高、急激な円安の影響を受けながらも、前年同期比で増収かつ純利益ベースで増益。
・繊維事業:前年同期比で増収減益。アウター関連商材は好調に推移するも、ファイバー関連商材やインナー製品が低調。
・工業製品事業:前年同期比で増収増益。ホビー関連商材等がやや停滞したものの、半導体関連部材や化成品でカバー。
・持分法による投資利益などにより、経常利益および純利益は前年同期比で増益。

Point

経営成績（百万円） ‘22年3月期
1Q

‘23年3月期
1Q

前年同期比
（金額）

前年同期比
（%）

売上高 24,449 25,098 648 2.7
売上総利益 3,360 3,290 △70 △2.1

販売費及び一般管理費 2,639 2,750 110 4.2

営業利益 720 540 △180 △25.1

営業利益率（％） 2.9 2.2 △0.7pt －

経常利益 714 751 37 5.3
親会社株主に帰属する四半期純利益 485 558 72 15.0

業績サマリー
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セグメント別業績（前年同期比）

売上高
（百万円）

マシナリー＆イクイップメント

ホビー＆ライフ
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セミコンダクター
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調整額

24,449
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セグメント別業績（前年同期比） 営業利益増減要因
（百万円）

ファイバー アウター インナー セミコン
ダクター ケミカル ホビー＆

ライフ
マシナリー＆

イクイップメント

営業利益増減 △180 (△25.1%）

調整額

繊維事業増減 △142 (△52.5%） 工業製品事業増減 16 (2.9%）

主な増減要因
繊 維 事 業

苦戦:ファイバー関連商材やインナー製品が低調

ファイバー アジアでのインナー用機能糸・生地の取引が、受注減で減少。ま
た主にレッグ用糸の取引で原材料価格高騰の影響を受ける。

アウター スポーツ・アウトドア向けのOEM・ODM取引や生地の輸出
取引が、需要増を背景に増加。

インナー 一部のファンデーションの取引が低調。また原材料価格高騰
や急激な円安の影響を受ける。

工 業 製 品 事 業
堅調:ホビー関連商材等がやや停滞したものの、半導体関連部材や化成品でカバー

セミコン
ダクター

前期にGSI Creos Technology (China) Co., Ltd.を連結子会
社化した影響に加え、半導体関連部材の取引が好調。

ケミカル 需要増を背景に、機能性樹脂・フィルムの取引が国内で伸⾧
し、塗料原料の取引も海外で拡大。

ホビー＆
ライフ

ホビー関連の取引が、巣ごもり需要の落ち着きや中国ロック
ダウンの影響で減少。

マシナリー＆
イクイップメント 主に理化学機器の取引で急激な円安の影響を受ける。
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自己資本比率: 前期末比でアップし42.1%に（中期経営計画“GSI CONNECT 2024”目標値:40.0％）
【総資産】売上債権の減少などにより減少。
【負 債】仕入債務の減少などにより減少。
【純資産】為替換算調整勘定の増加などにより増加。

Point

経営成績
（百万円）

前期末
（2022年3月末）

’23年3月期 1Q末
（2022年6月末） 前期末比

総資産 60,929 59,582 △1,346 

負債
（ネット有利子負債）

36,416
4,477

34,521 
3,915

△1,895 
△561

純資産 24,512 25,061 548

自己資本 24,512 25,061 548

自己資本比率 40.2% 42.1% 1.9pt

連結貸借対照表
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海外売上高

（百万円）

アジア:主に中国、香港 米州:主にアメリカ、ブラジル

各地域の売上高が増加。
⇒海外売上高比率は高水準を維持。

Point

地 域
‘22年3月期 1Q ‘23年3月期 1Q 前年同期比

金 額 構成比
(%) 金 額 構成比

(%) 金 額 構成比
(pt)

アジア 10,552 43.2 10,787 43.0 235 △0.2pt

米 州 2,301 9.4 2,430 9.7 128 0.3pt

欧州他 853 3.5 1,224 4.9 370 1.4pt

海外
売上高 13,707 56.1 14,442 57.5 734 1.4pt

43.0%

9.7%4.9%

42.5%

アジア

米 州

欧州他

日本

‘23年3月期 1Q 地域別売上高構成比

海外
売上高比率
57.5%
（連結）
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Point

項 目 ‘23年3月期
予想

売上高 117,000

営業利益 2,400

経常利益 2,400

親会社株主に帰属
する当期純利益 1,700

（百万円）

1,573 1,683 

1,191 
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2,400 

1.2 1.2 1.0 

3.1

1.8
2.1

2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3

営業利益 営業利益率
（予想）

2023年3月期業績予想①

営業利益および営業利益率の推移

期初（5/13）公表予想から変更なし。
⇒厳しい事業環境の中、販売価格の見直しなども進むことから、公表予想通りの着地を見込む。
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Point

項 目 ‘23年3月期
予想

売上高 117,000

営業利益 2,400

経常利益 2,400

親会社株主に帰属
する当期純利益 1,700

（百万円）

2023年3月期業績予想②

期初公表の純利益（親会社株主に帰属する当期純利益）予想の進捗率: 32.9%

558

1,700 

'23年3月期
1Q

'23年3月期

（予想）

親会社株主に帰属する当期純利益（予想）の進捗状況

進捗率
32.9%
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Point

項 目 ‘23年3月期
予想

1株当たり配当金 70.0円

配 当 性 向 50.5％

15.0 17.5 20.0 22.5 
30.0 

65.0 
70.0 

11.8

24.7
22.4 

28.2

18.6

48.9 50.5

2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3

1株当たり配当金 配当性向 （予想）

2023年3月期業績予想③

1株当たり配当金および配当性向の推移

期末配当金:期初（5/13）公表予想から変更なし。
⇒7期連続増配予定

※2021年4月1日に株式分割（1株⇒2株）を実施。2017年3月期の期初に当該株式分割が
行われたと仮定して1株当たり配当金を算出。
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